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※当資料はイーストスプリング・インベストメンツ株式会社が情報提供を目的として作成したものであり、特定の金融商品等の勧誘・販売を目的とするものではありません。また、
金融商品取引法に基づく開示資料でもありません。※当資料は信頼できると判断された情報等をもとに作成していますが、必ずしも正確性、完全性を保証するものではありません。
※当資料には、現在の見解および予想に基づく将来の見通しが含まれることがありますが、事前の通知なくこれらを変更したり修正したりすることがあります。また、将来の市場
環境の変動等を保証するものではありません。※当資料で使用しているグラフ、パフォーマンス等は参考データをご提供する目的で作成したものです。数値等の内容は過去の実績
や将来の予測を示したものであり、将来を保証するものではありません。
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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2018年4月6日）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2018年4月6日）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2018年4月6日）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

週前半は、3月の販売が好調だった自動車株が買われたほか、
インド準備銀行（中央銀行、RBI）による銀行の国債保有に絡む
損失計上のルール緩和が好感されたことなどからインド株式市
場は上昇しました。週半ばに米中の貿易戦争懸念で一時下落し
ましたが、週後半は金融政策決定会合でRBIがインフレ見通しを
引き下げたことから利上げ懸念が後退して再び上昇しました。

RBIによって銀行の国債保有に絡む損失計上のルールが緩和
されることで、銀行からの需要が下支えされるとの期待感が高
まったほか、5日の金融政策決定会合でRBIが事前の市場予想
通り政策金利を据え置いたものの、インフレ見通しを引き下げ
たことが好感されて、10年国債利回りは急低下（価格は上昇）し
ました。

5日の金融政策決定会合でRBIがインフレ見通しを引き下げる
一方で、GDP成長率見通しを引き上げたことが好感され、ル
ピーは対米ドルで上昇しました。また、円が対米ドルで下落した
ことから、対円でも上昇しました。

（対象期間：2018/4/2～4/6）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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2018/03/28* 2018/04/06 変化率

32,968.68 33,626.97 +2.00%

2018/03/28* 2018/04/06 変化幅

7.399 7.175 -0.224

2018/03/29* 2018/04/06 変化率

1.639 1.653 +0.81%

*3月29、30日は祝日のため休場

*3月29、30日は祝日のため休場

*3月30日はインドと米国が休場のため、Bloombergの価格提供なし


